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滋賀県琵琶湖環境部滋賀県立琵琶湖博物館 

滋賀発！交通安全を呼び掛ける子ども型看板「飛び出し坊や」 

琵琶湖博物館が市民参加型「フィールドレポーター調査」の調査結果を発表 

 甲賀市では、忍者の形の飛び出し坊やも！ 

滋賀県は、県内で広く親しまれている、子ども型の交通安全・交通事故防止を呼び掛ける看板、「飛

び出し坊や」に関して、琵琶湖博物館が運営する市民参加型の調査「フィールドレポーター調査」を

行い、その結果をまとめた「フィールドレポーターだより」を発行しました。 

この調査は、2016年 4月から 8月にかけて県内 436地点で実施しました。 

「飛び出し坊や」は、信号のない交差点や学校の周りに多く設置されていることがわかったほか、

甲賀市に多い忍者の形の飛び出し坊やなど、個性豊かな飛び出し坊やが見つかりました。 

また、設置者を調べた結果では、行政や交通安全協会だけでなく、地元の自治会や学校の PTA、企

業など、多様な人々が設置に関わっていることが分かりました。「飛び出し坊や」のポーズをいくつ

かのパターンに分けて割合を調べると、滋賀県でも地域ごとに違いがあることが分かりました。 

詳細は添付の『フィールドレポーターだより通巻 47 号「飛び出し坊やを調べよう」結果報告』をご参照ください。 

 

琵琶湖博物館では、1997年からフィールドレポーター制度を運営し、身近な自然や暮らしに関す

る様々なテーマで市民参加型の調査を実施してきました。これは地域に住むフィールドレポーター

が身の回りで調査票を用いた調査を行い、情報や標本を博物館に送付するというものです。これまで、

タンポポの分布やお雑煮調査など、多岐にわたる身近なテーマを調べ

てきました。現在のフィールドレポーターの登録者数は 222名（2017

年 1月末）で、新規登録は、随時受け付けています。調査票の作成や

結果分析、報告書の作成は、フィールドレポーターの中心的メンバー

であるフィールドレポータースタッフ（写真）が行っています。 

参考：http://www.lbm.go.jp/fieldrep/index.html 

■「飛び出し坊や」とは 

児童が道路に飛び出して起こる自動車との接触事故を防止する目的で道路に設置された看板。今にも道路に飛び出そ

うとしている子どもの形をかたどっている。正式名称はないが、「飛び出し坊や」と総称されることが多い。滋賀県

東近江市が発祥とされている。 
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QOL滋賀について 

滋賀県広報課では、今年度の PR キーワードとして「QOL 滋賀 ～来てよし！食してよし！

住んでよし！～」を掲げました。 

滋賀県が有する琵琶湖を中心とする豊かな自然や歴史などの観光資源、「近江米」「近江牛」

などに代表される高品質な食材や食文化、さらには全国に誇る「住みやすさ」など、滋賀の

魅力を全国の皆さんに共感いただける広報活動を行っています。 
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